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地域経済動向                      vol.５ 事業承継 

 

 

1. 事業承継に関する出羽商工会会員の現状（平成２８・２９年度出羽商工会実態調査から） 
 

○どのような経営上の問題点を抱えていますか（上位 3 つを選択） 

 
資料：出羽商工会経営実態調査（平成２８・２９年度） 

 

○後継者の方はいらっしゃいますか 

決まっている 65 

決まっていないが 

候補者いる 
46 

決める必要あるが 

候補者がいない 
46 

事業継承した 9 

自分の代で廃業する 111 

未回答 63 

資料：出羽商工会経営実態調査（平成２８・２９年度） 

 

事業承継は経営上の問題点として５番目に多い回答があった。 

後継者については自分の代での廃業すると回答した事業所が 33％と非常に多く、決める

必要があるが候補者がいないと回答した事業所も 13％にのぼった。 
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事業者が将来にわたり活力を維持していくためには、円滑な事業承継によっ

て事業価値をしっかりと次世代に引き継ぎ、事業活動の活性化を実現すること

が不可欠といえます。 

一方で経営者の年齢のピークは６６歳に達し、今後５年から１０年の間に多く

の中小企業が事業承継のタイミングを迎えようとしています。管内や全国的な

状況から、事業承継の課題等について考えてみました。 
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2. 中小企業の事業承継の現状 

 

① 事業所数の推移（鶴岡市・三川町） 

 

 
資料:事業所・企業統計調査、経済センサスを加工して作成 

 

 
資料:事業所・企業統計調査、経済センサスを加工して作成 

 

 
事業所数は鶴岡市・三川町とも減少傾向にある。平成１３年と平成２８年を比較すると

鶴岡市で７７．５％、三川町で８４．４％となっている。 
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② 経営者年齢の現状 

 
資料：(株)帝国データバンク「COSMOS2(企業概要ファイル)」再編加工 

 
事業者の年齢は年々高齢化しており、１９９５年では経営者年齢のピークは４７歳だが、

年々高齢化が進み、２０１５年にはピークの年齢が６６歳となっている。 

 

 
資料：(株)帝国データバンク「COSMOS2(企業概要ファイル)」再編加工 

 

産業別に、経営者の 65歳以上年齢の割合の推移を見たものである。 

製造業では、65 歳以上年齢の割合が 15％ポイント程度増加し、非製造業では、10％ポイント程

度増加していることが見て取れる。 

製造業と非製造業で、5％ポイント程度の開きはあるものの、経営者の高齢化が進展している
ことが分かる 
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年代別に見た中小企業の経営者年齢の分布
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65.7％ 

③ 有限会社・株式会社の社長平均年齢と交代率の推移（山形県） 

 
資料：(株)帝国データバンク「COSMOS2(企業概要ファイル)」をもとに作成 

 
経営者の平均年齢は高齢化の一途をたどり、２０１５年は６０．６歳となり最高齢記録が

更新された。社長年齢の全国平均では５９．２歳であり、全国平均よりも１．４歳上回

っている。社長交代率は 3.83％となり、近年は僅かに回復の兆しを見せているが、世代交

代が進んでいない印象はぬぐえない結果となった。 

 

④ 事業承継の多様化 

 
出典：中小企業庁委託「中小企業の資金調達に関する調査」を加工して作成 

法人企業の親族内承継の割合が急減し、親族外承継が 6 割を超えている。 

親族内承継が困難となっていることが背景にあると思われる。 

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

5.50

6.00

53.0

54.0

55.0

56.0

57.0

58.0

59.0

60.0

61.0

社長交代率と平均年齢の推移（山形県）

平均年齢 交代率

（％）（歳）

26.7%

45.5%

57.0%

66.9%

73.0%

75.5%

82.5%

83.5%

7.6%

9.5%

14.5%

9.3%

12.4%

9.6%

7.4%

9.2%

26.4%

24.4%

17.6%

12.1%

9.1%

11.7%

6.5%

3.7%

39.3%

20.6%

10.9%

11.7%

5.5%

3.2%

3.7%

3.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

０年以上５年未満

５年以上１０年未満

１０年以上１５年未満

１５年以上２０年未満

２０年以上２５年未満

２５年以上３０年未満

３０年以上３５年未満

３５年以上４０年未満

経営者の在任期間別の現経営者と先代経営者との関係

息子・娘 息子・娘以外の親族 親族以外の役員・従業員 社外の第三者



出羽商工会 経営発達支援事業 

5 
 

地域経済動向                      vol.５ 事業承継 

決定企業
12%

未定企業
22%

廃業予定企業
50%

時期尚早企業
16%

38.20%

27.90%

12.80%
9.20%

6.60%
3.10% 3.10%

0.40%
0%

10%

20%

30%

40%

当
初
か
ら
自
分
の
代
で

や
め
よ
う
と
思
っ
て
い
た

事
業
に
将
来
性
が
な
い

子
供
に
継
ぐ
意
思
が
な
い

子
供
が
い
な
い

適
当
な
後
継
者
が

見
つ
か
ら
な
い

地
域
に
発
展
性
が
な
い

若
い
従
業
員
の
確
保
が
困
難
・

事
業
の
継
続
が
見
込
め
な
い

そ
の
他

3. 中小企業の事業承継の課題 

① 後継者難による廃業の可能性 
 

後継者の決定状況について         廃業予定企業の廃業理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
法人経営者：３割が廃業予定 

個人事業者：７割が廃業予定 
資料：2016 年日本政策金融公庫総合研究所「中小企業の事業承継に関するインターネット調査」を加工して作成 

 

廃業予定企業の中にも好業績企業が存在しており、当該企業が維持している雇用や技術、

ノウハウが失われてしまう可能性が高い。 

 

 

② 過半の企業で事業承継の準備は進んでいない 

 

 
資料：中小企業庁委託「中小企業における事業承継に関するアンケート・ヒアリング調査」を加工して作成 

 

70 代・80 代の経営者でも準備が終わっていると回答した企業は半数以下だった。 
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事業承継に向けたステップ 

事業承継の構成要素 

 

 
 

人（経営）の承継 

・経営権 

資産の承継 

・株式 

・事業用資産（設備・不動産等） 

・資金（運転資金・借入等） 

知的資産の承継 

・経営理念  ・従業員の技術や技能  ・ノウハウ 

・経営者の信用  ・取引先との人脈  ・顧客情報 

・知的財産権（特許等）  ・許認可           等 
資料：中小企業庁「事業承継ガイドライン」 

 

 

 

ステップ１ 
 

 

ステップ２ 
 

 

 

ステップ３ 
 

親族内・従業員承継    社外への引継ぎ 
 

ステップ４ 
 

 

ステップ５ 

 

 

 

 

 

 

 
資料：経済産業省「事業承継に関する現状と課題について」 

冒頭で述べたように、事業者が将来にわたり活力を維持していくためには、円滑な事業

承継によって事業価値をしっかりと次世代に引き継ぎ、事業活動の活性化を実現すること

が不可欠ですが、多くの企業で事業承継の準備は進んでいないのが現状です。 

事業承継や事業引継ぎの取り組みを早期に促すことで、中小企業の技術やノウハウの承

継を図ることが重要といえます。 

事業承継に向けた準備の必要性の認識 

経営状況・経営課題等の把握（見える化） 

事業承継に向けた経営改善（磨き上げ） 

ポスト事業承継（成長・発展） 

マッチング実施 

M＆A等の実行 

プ
レ
承
継 

事業承継計画策

定 
事業承継の実行 


